
82期第 2回ダイバーシティ推進委員会 議事次録案 

 

日時：2026年 9月 16日（水）16:30-18:20 

場所：A113 （年次大会会場／東京大学）およびオンライン（zoom) 

 

（略敬称） 

出席： 

 現地）斉藤準、石坂香子、角野秀一、田島節子、寺倉千恵子、 

久野純治（-17:20）、生井飛鳥（-17:00）、宮島顕祐、岩崎昌子、 

小林夏野、野尻美保子(-17:20)、濱口幸一 

 zoom) 酒井智香子、成木恵、馬場彩、山縣淳子、中本有紀 

事務局）宮野（主）、児玉（副）、吉田（統括） 

 

欠席： 

小林研介、服部梓 

 

議題： 

＜実施、参加報告＞ 

１．日物応物連絡会報告（2026/7/2 田島委員） 

資料に沿って ICWIP2027（開催地：シンガポール）への参加準備状況が報告され

た。応用物理学会から 3名、物理学会からは 2名参加予定であり小林夏野オブザーバ

ーが参加する。もう１名は担当外からの立候補も含め 10月中を目処に検討する。ポス

ターの内容については、今後、応用物理学会と相談しながら進める。その際、必要が

あれば、country paperに加えてもう１枚作成することも検討する。 

 

２．学協会連絡会 第 3回運営委員会参加報告（2026/8/31 13:00-15:00【オンライ

ン】 角野委員） 

資料に沿って報告がされた。運営委員会内で提案された分担金額およびシンポジウ

ム運営の変更案について、物理学会としては賛成することが確認された。またシンポ

ジウムに参加することが報告された。 

【後日確認】承認方法：第 25期第 1回運営委員会にて諮られるため、その際に承認す

る。 

 

３．女子中高生夏の学校（2026/8/8-10【国立オリンピック記念青少年総合センター

（渋谷）】 参加報告 斉藤委員長） 



資料に沿って報告がされた。物理学会ブースは、ポスター、実験、かるた、壁新聞

と盛りだくさんで楽しんでもらえた。理系に興味があるけれど物理が苦手という生徒

さんが多く、物理が好きでこのブースに来たという子が少ない印象があった。また物

理好きの生徒さんは、素粒子、宇宙に興味があったが、委員や TAは物性の研究者しか

いなかったので、来年はブース担当を決める際に委員や TAの専門分野にも配慮した

い。 

 

４．第 81回年次大会（2026年）IFM「男女共同参画へ向けた国内大学の活動紹介と参

加者による意見交換」 報告（2026/9/15 12:30-13:20【東京大学】久野委員） 

資料に沿って報告がされた。40個用意したお弁当がすべてなくなり盛況であった。

ミーティングの進行として、来年以降はスライドの日英併記および、音声翻訳ソフト

を利用した議論の多言語共有を検討する。 

参加者からは、男女だけでなく、幅広いダイバーシティに関するミーティングにし

てほしいという意見や、毎回テーマが同じである印象があるとの意見があった。1度

のミーティングで全てのテーマを対象にすることは難しいため、要望を受け付ける窓

口を設けることが検討された。現状、委員会ホームページに問い合わせ先として事務

局の代表メールアドレスの記載があるため、引き続きこの体制を維持することとなっ

た。 

 

５．第 81回年次大会（2026年）託児室実施状況報告（2026/9/15-17  事務局：大会

担当より情報提供） 

４家族４名のお子さんの予約があったことが報告された。寺倉委員より、利用者か

ら「非常に助かりました」というコメントがあったことが報告された。 

 

６．新企画「物理系女子学生お茶会」開催準備状況報告（斉藤委員長） 

開催概要が改めて説明され、学部生へのサポートが手薄な感があるため、まずは学

部生をターゲットに開催することが確認された。また、準備や広報の状況が報告され

た。 

【備考：翌日開催され、学生 24名、委員 6 名の参加があり盛況であった。】 

 

＜検討＞ 

７．2027予算案 

案が確認された。一部修正（学協会連絡会の分担金額変更の反映、お茶会お部屋代

追加）を行った案で進めることとなった。 

 

８．広報について（斉藤委員長） 



斉藤委員長より委員会からの継続的な広報および発信が提議され、意見交換がされ

た。検討の結果、以下を実施することが決定された。 

１）各担当の活動報告を執筆 

２）1を委員会 HP に掲載し、学会 HPのトピックスに更新連絡として掲載（自動的

に学会 Xでポストされる） 

 

上記１）２）の運用管理は委員会の広報担当委員が担うこととする。具体的には以下

を行う。 

・1年間の掲載スケジュールを作成、来年以降はそのスケジュールに沿って管理 

・HP の更新チェック（年に１回程度） 

・委員会での報告 

 

以上 

資料：資料 1_2026 年度第 1回_日物応物連絡会議事録 

資料 2-1_第 24期 第３回運営委員会_報告 

資料 2-2_第 24期 第３回運営委員会資料 

資料 3-1_夏学 2026 報告書 

資料 3-2_【暫定】夏学 2026 物理学会活動報告 

資料 6-1_ポスター_物理系女子学生お茶会 

資料 6-2_同報メール_物理系女子学生お茶会 

資料 7_2027 予算(ダイバーシティ) 


